August 4, 2009 with Caledonia Heron (RL:Stephanie Smith)
NASA eEducation Activities in Immersive Synthetic Environments 
「ヴァーチャル環境を利用したNASAの宇宙教育プログラム」
ご紹介、ありがとうございます。わたしがステファニー･スミス、NASAの一員です。NASAの宇宙教育プログラムについてお話します。

NASAには、LT（学習プログラム開発部）というものがあり、 NASAが持つ科学、技術、工学、数学分野の知の集積を伝授していこうという目的で、新しい学習技術の開拓や学習ツールの開発を行っています。LTでは、こうした宇宙教育の活動や学習プログラム制作のプラットフォームとして、現在、3D環境に注目しているところです。チームを編成して、多人数参加型オンラインゲーム（MMO）の開発を数種のヴァーチャル環境で進めたり、また、SLにNASAの3Dオンライン教育島を作り、NASAの学習プログラムを提供したりしています。

ヴァーチャル環境にはいくつか種類があって、たとえば、セカンドライフ、 Qwaq, OLIVE, OpenSim, ActiveWorlds, などがあげられます。こういった3Dコンピュータ仮想世界の利点は、耐久性に富んでいる、自分の分身となるアバターを操作しながらリアルタイムで別のユーザーと交流できる、実際にRLで行われる講義、個別指導・授業が再現でき、しかも参加しているという実感を損なうことがない、低コストでオンライン提供できる、ということがあげられ、教育者にとっては格好の環境と言えます。現在、数百の研究機関、1,300人以上の教育者がSLを教育プログラムの媒体として利用していて、その数は日々増え続けています。
わたしが、Kira 研究所のPiet Hut と出会ったのもこうしたヴァーチャル環境での天文学のミーティングで、その縁でキラ研究所にかかわることになりました。
教育者がヴァーチャル環境をよいと考える理由としては、

1　教える側と教えられる側の協力関係が密になり、ネットワークを作るのも簡単
2　没入型の環境なので、集中しやすく、インタラクティブな作業がやりやすい
3　教師も生徒たちも、3Dオブジェクトやシミュレーション、モデルなどを制作することができる
4　子どもたちにはなじみの深いメディアである、学んだことを形で表すことができる
　　

ということがあげられます。
LTは、教育者や学生を対象に理系分野の学習プログラムをバーチャル環境に用意しています。また、こういった知識がNASAの宇宙探査にどう応用されているかを伝えています。この学習プログラムは、セカンドライフと、キッズ・セカンドライフの両方で提供しています。
SL上にeEducation Island (オンライン学習の島) があります。現在NASAが行っている教育プログラムを紹介し、また、NASAが新しい学習プログラムの作るときはその支援もしています。NASAが新しいSLプロジェクトを企画することもあり、その場合、LTがその企画にかかわるインフラ関係の助言をし、プロジェクトの円滑な運営を支えます。
シムを色々なパートにわけて、NASAの学習プログラムを展開しています。NASA eEducation Island （オンライン学習の島）、これが島全体です。その中には、Lunar Exploration Island　(月探査島）があり、ここで月面を体験することができます。Explorer Island　（探査島）もあり、NASA CoLab  (CoLab)、NASA INSPIRE – Teen Grid（ティーン向け）、Moon World – COTF 月世界）といった6つの島があり、今、クロノポリスという島を作っているところです。
島ではNASAが企画したイベントもたくさんあり、ロケット発射、探査ミッションなど、NASAにかかわるニュースをライブ放映しています。そのほか、会議や、研修、トレーニングなどもやっています。（Q：最近日本人宇宙飛行士が帰ってきましたが、それも放送されたのですか？）NASA TV では、NASAが放映する映像を同時放送しています。現実で流される映像をそのまま、学習の島でも、同時に流しています。
NASAでは、ヴァーチャル環境でのプロジェクトのほかにMMO (多人数参加型オンラインゲーム)の作成もてがけています。「月、火星、そしてそのむこう」という星座をテーマにしたゲームですが、このゲームでは、月にいって、歩いたり、探検したり、水を探したり、といった、宇宙での活動を経験します。MMMOは、ゲーム・プレイヤー（学習者）が、ヴァーチャル環境でそれぞれ必要に応じた思考能力、企画力、学習、技術・スキルを習得するための支援ツール。NASAの未来の工学者や探査に携わる人材を養成するための、仮想環境でのロール･プレイとい意味合いがあります。こどもたちは「月面基地、アルファ」のミニ･デモで、近未来の月探査を体験もできます。

NASA 学習プログラムの3つの実績:
これが、これまでわたしたちがなした実績です。

実績 1: 人材開拓  　一定の資金投入を行い、NASAの目標を達成するために必要な科学・技術・工学・数学分野 従事者の育成に貢献

実績 2: 教育　 研究者、教師、学生を、科学・技術・工学・数学分野にひきつけ、また魅力ある学習機会を提供することによって、その人材を科学・技術・工学・数学分野にとどめておく

実績 3: 戦略的パートナーを開拓 　科学・技術・工学・数学教育に力を入れ、NASAのミッションを広めてくれる公式、非公式の教育関係者と戦略的協力関係を築く

NASAは、教育をし、人材を見つけだして養成する。最終的には、NASAで働いてくれる人を確保するということを目的にしています。
Q&A
Hose Pera: 学校単位でいえば、何校くらいが参加してるんですか？

Caledonia Heron: 学校数ということで把握はできませんが、提供しているプログラムにはダウンロードできるものがあり、Math Traxという統計プログアムなど、だいたい25万のダウンロードがあります。遠隔地教育も提供していて、その通信教育を受講しているグループもあります。
Hose Pera: すごい

Calednoia Heron: 学校数という形では把握してませんが、大規模な利用があるということはいえます。
Hose Pera: ほー

Hose Pera: ありがとうございました

Caledonia Heron: アメリカの学校は、幼稚園-5年生、中学、高校、大学などにわかれます。それぞれが学習体系をもっていて、それぞれのニーズに対応したプログラムをえらんでNASAのプログラムに参加する、という形になります。NASA教育プログラムは、理系の教育を推進するため、NASAで働く人材を開拓する、そういう目的で米国でも大きな予算を獲得しています。理系の教育という観点では、米国のパイオニア的な立場であり、そういう認識をもって、技術開発にあたっています。ヴァーチャル環境を利用する、という企画もその一環です

Hose Pera: いいですね、夢があって

Caledonia Heron: オバマ大統領が、NASAの新理事にチャールズ･ボールデンという新理事を選びましたが、彼は、新しい技術を教育プログラムに投入することにとても熱心です。これからNASAの学習プログラムがどう発展していくか、期待しているところです。
Hose Pera: 日本の政治家にきかせたい

panda Kidd: SLをはじめ、ネットでの活動は国境を越えての参加がよくありますが、政府レベルではなく我々のレベルで、日本人に宇宙教育という点で期待していることや、一緒にやりたいことはありますか？

Caledonia Heron: NASAの教育は、日本人もプロジェクトに参加しています。プログラムにはいくつも種類があって、さまざまな国から参加をしてもらっています。また、NASAの学習プログラムにログインしてくる子どもたちは、異なった国からリアルタイムで参加します。NASA創立記念に、全日イベントをやりましたが、オーストラリアから、または、アジアの国から子どもたちに参加してもらったということがありました。
panda Kidd: ありがとうございました

Sayuri Hollywood: NASAとグーグルが協力してグーグルアース月を開発しているということを聞きました、これは、ヴァーチャル環境での月面探査、月面体験の学習プログラムの一部に利用するのですか？ これは、グーグルアースの月面のストリートビューのようなものでしょうか。
Caledonia　Heron: それはよく知りませんが、SLには、月面探査ができるシムがありますよ。Daden Spaceといいます。そこでは、宇宙服を着て、軌道に乗って月面に行く、というシムです。http://slurl.com/secondlife/Daden%20Space/127/127/302

Hiroshi Kumaki: 何でも、ニール・アームストロング船長がガイドしてくださるそうです。ｗ

Haruka McMahon: おおー

Hose Pera: ほほ

ikawa Jupiter: 残念ですが帰る時間になりました。月にホテルを作るときにはプロジェクトに参加したいので是非声をかけてください。すばらしいお話をありがとうございます。

Haruka McMahon: ！

ikuko Spinotti: 　おもしろーい

Hiroshi Kumaki: lol

Rianna Demina: ：）

Hiroshi Kumaki: yeah

Hiroshi Kumaki: meet us on the moon!

Sayuri Hollywood: thank you very much

Hiroshi Kumaki: lol

Caledonia Heron: もし、質問があれば、IMくださればいつでもご返事します。NASAのグループにも参加ください。グループ名は、Welcome to NASAです。そこで、NASAのイベントなどの情報が入手できます。それでは、これから移動して、Eeducation Islandに行ってみましょうか。そこで、あちこち歩いていただいてもいいし、わたしの案内について来ていただいてもいいですよ。
Hose Pera: よろしく

Rianna Demina: たのしみですーー

Hiroshi Kumaki: わーい

Caledonia Heron: 今晩は、どうもありがとうございました。先にテレポートしていますので、むこうでお会いしましょう。
Rianna Demina: ありがとうございましたｍ（）ｍ

Nei Magic: Applause

Hiroshi Kumaki: applause applause applause

Almond Andel: Thank very very much, Stehpanie

Caledonia Heron: http://slurl.com/secondlife/NASA%20eEducation/148/158/44
それでは、みなさん、現地で！

